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新型コロナウイルスのオミクロン型に対応したワクチンの職場接種が 17 日に始まった。

政府が掲げる 1 日 100 万回の接種目標に向け体制整備が進むが、1～2 回目の接種に比べ

ると希望者が減る傾向にある。12 日までに申請があった会場は 3 回目の 4 分の 1 程度と

滑り出しは低調だ。次の感染拡大に備えるには、ワクチンの有効性などの周知が課題とな

る。 

全日本空輸（ANA）と日本航空（JAL）では 17 日、羽田空港で 4 回目の職場接種が始

まった。ANA ではパイロットや客室乗務

員（CA）など 16 人が接種した。東京地区

のグループ社員約 2 万 5 千人が対象で、今

後は関西国際空港でも実施する。JAL も

CA など約 50 人が接種した。10 月中は 1

日あたり最大で 100 人前後、11 月以降は

200 人前後の接種を予定している。 

18 日以降も準備の整った企業から順次、

接種が始まる見通しだ。ソフトバンクグル

ープは傘下の通信会社ソフトバンクと共同

で 20 日から東京本社で始め、順次全国の

拠点に広げる。トヨタ自動車は 11 月中旬

から国内 15 カ所で始める。正社員や工場

で働く期間従業員など約 8 万人を対象とす

る。 



ダイキン工業は 11 月中旬をめどに始める予定で、アンケートで正確な接種数を見極める

としている。日立製作所も同月からの実施を検討しており、規模などを今後詰める。 

政府は 10～11 月にかけて接種ペースを 1 日 100 万回に引き上げる目標を掲げ、接種間

隔を短くする方向で調整している。働く世代の接種率向上には職場接種もカギになる。一

方で企業にとって体制の整備などの負担は大きい。今回の申込数は 731 会場と、2977 会

場だった 3 回目の 4 分の 1 程度にとどまる。 

ホンダは 3 回目の職場接種を受けた従業員が少なかったため実施しない方針だ。パナソ

ニックホールディングスもグループ全体としては実施せず、工場など各拠点の判断に委ね

る。接種回数や感染歴などで接種時期のばらつきも大きく、短期間で集中的に実施する職

場接種のメリットが生かせないと判断した。 

オミクロン型対応ワクチンの接種は 9 月 20 日に自治体の会場で始まった。2 回接種を済

ませた 12 歳以上が対象だが、足元の接種率は 1.8%と低い。従来ワクチンで進めてきた

20～40 代の 3 回目の接種率も 50～60%台にとどまる。 

現状ではワクチンが足りず予約がとれないといった状況にはない。ワクチン接種が必要

と考える人が減っている可能性が高く、接種が広がらなければ次の感染拡大への備えに不

安が出てくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


